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V321b 「ひとみ (ASTRO-H)」搭載 SXS の高エネルギー帯域スペクトルの較正
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「ひとみ (ASTRO-H)」衛星に搭載された精密軟Ｘ線分光装置 (SXS; Soft X-ray Spectrometer)は、素子を極
低温下 (50 mK) で動作させ、入射光子１つ１つのエネルギーによる微弱な温度上昇を電気信号として捕えるマイ
クロカロリメータである。設計要求は、エネルギー分解能 7 eV、エネルギー帯域 0.3–12 keV、処理カウント数
150 Hz/array、エネルギー決定精度 2 eV、絶対時刻精度 10 ms 等であったが、実際には、軌道上でこれを全て
上回る性能を示した。本公演では、このうち要求性能以上得られたエネルギー帯域の高エネルギー側の較正結果
についてまとめる。
SXS のエネルギー帯域の上限は、原理的にはセンサに接続したアナログ処理器 (XBOX) の信号増幅部の ADC

のダイナミックレンジで決まっており、およそ 30 keV である。ただし、パイプラインデータ処理では要求帯域
以上のイベントは標準的に処理されない。また、センサーのゲインが非線形なので、正しく補正する必要がある。
そこで、我々は、かに星雲の観測データのイベントプロセスをやり直した上で、望遠鏡・検出器由来の構造や地
上試験結果などを用いたゲイン較正、他衛星の結果から有効面積の較正を施し、その結果得られた 30 keV 付近
までのスペクトルをしめす。


